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・「ありがとう」「ごめん」「おはよう」「おやすみ」を親が伝える姿を見せる。 

・あいさつを大切にする。大人からその姿を見せてよい雰囲気を感じさせる。子どもができたらほめる。 

・言葉づかいに気を付ける。大人が子どものよい手本となる。 

・ゲームのときこそ言葉づかいに気を付けるように決めて実行する。 

・名前を呼ばれたら「はい。」と返事をさせる。 

・子どもと話す時間をつくる。自分に不利益なことを教えてくれたときは「話してくれてありがとう。」と伝え、どうすると

よいかいっしょに考える。 

・家族でお互いのよいところを言い合う。兄弟で比べるのではなく本人をしっかりと見る。 

・友達のよいところも話をするようにする。 

・子どもとのスキンシップを大切にする。「あなたは大切だよ。」などの心が満たされる言葉をかける。 

・「相手の受け取り方は人によって違うよ。」「傷つくことはやめよう。」などの声かけをする。 

・子どもがいろいろな大人と関わる機会をつくる。 

・大人も楽しそうにしている姿を見せる。 

・保護者や地域でつながって子どもの情報を共有できるようにする。 

・子どものことを信じる。 

・いけないことをしたときは家で厳しくする。（厳しくし過ぎないことも大切） 

・ＹｏｕＴｕｂｅやテレビのまねはダサいと伝える。 
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学校だより「すくすく くすのき」１１月号より 

日頃から意識して 「やさし
い言葉かけ」「自分からあ
いさつ」「相手を見て返事
をする」を伝えています。 

人の立場になって考えることがまだ身に付いていないと思っているので、「友達はどう思
っている （感じている）？」と聞くことがよくあります。まだまだ未熟ながらも、その子
らしい考えをもってほしいですし、伸びてほしいと思っています。これからも、しっかり
声をかけ、見守っていきたいと思います。 

人それぞれいろいろな考
えがあるということを子
どもなりに理解してくれ
ていると思います。 

違う考え方の人がいても、
そういう考えの人もいる
んだと受け入れることも
大事だと話しています。 

外国の人や障がいがある
人、自分と違って見えて
も、みんな大切な一人の人
なんだよと教えています。 

遊びの中でけんかなどの
トラブルが起きて家で話
してくれるとき、「どう思
った」「どうすればよかっ
た」を一緒に考えたり家族
で話したりしています。 

学校での様子を聞くこと
をきっかけに子どもの気
持ちを引き出して、気にな
る様子にはアドバイスを
しています。 

子どもから 「いやなことを
された」と話があったとき
は、まず 「なんでその子は
そんなことをしたのか」次
に 「どうすればよかったの
か」を子どもと話して、次
にその子と会ったときに、
どう行動すればよいか話
し合っています。 

やっていいことと悪いこ
とは一緒に考えながら伝
えているつもりです。その
都度、確認をしています。 

人権について考える絵本
の読み聞かせをして、子ど
もに感想を聞き、親として
の意見を伝えています。 

みんなと仲良くして、仲間外れやいじめはしないように伝
えています。いじめの問題が起きたときは、正しく接する
ことができるように声かけをしています。 

見ているだけもいじめの一つ。自分で止められないなら親
や先生に助けを求めること。相手の気持ちを考えること。
相手からちょっかいをだされても、自分がやり返したら同
等、もしくはそれ以下ということ。 

自分がされていやなこと
は相手にしてはいけない
と話しています。 

「人のことを思いやれる
人になろう」「友達がまち
がったことをしていたら
教えてあげる人になれる
といいね」「学校の集団生
活は、人との関わりや付き
合い方を学ぶ場でもある
んだよ」と伝えています。 


